
①派遣決定（活動期間･場所）
②派遣元との受入調整（文書要請等）
③チームへの事前レク､許可証発行
④活動状況の管理、⑤派遣元との調整（撤収）

【いわて災害医療支援ネットワークによる医療支援チーム派遣調整の仕組み】

【申出者Ａ】
都道府県、大学、医療機関
各種学会等からの申し出

【申出者Ｂ】
開業医、個人等からの

申し出

【申出者Ｃ】
各種支援の申し出

【申出者Ｄ】
物資等の提供の申し出

支援の申出
（※現地への直接の申出を含む）

（派遣決定後）
①メンバー表提出、活動報告
②現地ミーティング参加等

課題、対策方向の展開に応じて、
逐次、関係機関が参画
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①医療支援チームの派遣調整・避難所への配置差配等
　（活動場所、活動期間等）
②各種支援申し出の情報共有、差配
③医療等救護活動状況の情報共有、対策の検討等
④各被災地（現地）への情報提供
【ネットワークミーティング（原則、毎日開催）】の
　　　　　　　　　　　　　　フィードバック…など

①保健支援チームの派遣調整・避難所への
　配置差配等（心のケア、保健師、歯科口腔ケア、
　地域リハ等のチーム）
②各種支援申出の情報共有、差配
③活動状況の情報共有、各種対策の検討等
　（感染症、予防・検診・採血、眼科等の特定診療科
　の確保など）
④避難所の環境改善対策の検討・・・など

Ａ 市 Ｂ 町 Ｃ病院 Ｄ機関

「各地域単位での調整会議」
（地域の状況に応じて、災害対策本部、保健所、市等が主催し、地域の医療、保健、福祉等の関係者が参画）
①地域内の各種支援チームの活動状況の把握、差配等、②地域内の医療、保健、福祉対策の検討等
③関係機関（いわて災害医療支援ネット）への情報提供【現地ミーティング結果】のフィードバック…など

ミーティング結果の情報共有支援チーム派遣派遣元への調整等の要請

岩手医科大学 日本赤十字 国立病院機構

1 2 3

県歯科医師会

岩手県医療局（県病支援調整）県医師会（JMAT調整）

自衛隊岩手県（県庁） 逐次参加～県理学療法士協会県看護協会

「いわて災害医療支援ネットワーク」

地域に派遣された医療チームのミーティング
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取組項目 No.3 岩手独自の医療・福祉のネットワークの構築

取組事例 ①　『いわて災害医療支援ネットワーク』の設置について

〔取組概要〕
○ 岩手県は、独自の医療・福祉の提供として岩手医大による『いわて災害医療支援ネットワーク』の設

置を行い、人的資源を有する関係機関が連携し、隙間ない継続的な支援体制を構築しました。
○ また、県では、官民学共同で「岩手県災害福祉広域支援推進機構」を設置し、大規模災害時に避難所

等において高齢者や障がい者などの要配慮者の福祉・介護等のニーズ把握や応急支援などを担う「岩
手県災害派遣福祉チーム」の派遣体制の整備を進めています。

○ いわて感染制御支援チーム（ＩＣＡＴ：Infection Control Assistance Team）は、東日本大
震災津波の沿岸被災地では、避難所のインフルエンザやノロウイルス、手足口病などの集団発生を防
ぐ活動を担当し、平成 24 年 6 月から県の組織として常設化されました。

　このネットワークは、岩手医大、県医師会、日赤、国立病院機構、県医療局、岩手県の６機関で構成され、
災害対策本部に参集して、地域の要請をもとに医療チームの派遣、医療機関の支援等を行いました。

　また、被災地では、外部の人が自由に避難所に出入りできるため、医療者を装った不審者による被害
への不安を解消するため、本ネットワークが現地で活動する医療チームに許可証の交付を行いました。

　被災地の活動では、各地域において、派遣された医療チームと地域の自治体、保健所などが参集して、
朝、夕に会議を行い、巡回する避難所の調整や患者情報の共有が行われました。

ネットワークの定例会議の様子

医療チームに交付された許可証
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　県は、平成 25 年９月に、災害派遣福祉チームの派遣主体とな
る官民学共同の組織として「岩手県災害福祉広域支援推進機構」
を立ち上げました。
　この機構では、福祉・医療・保健が連携して災害時の要配慮者
に対する支援体制の充実に取り組んでいます。

　災害派遣福祉チームは、福祉職４〜６名で構成され、発災初期
（５日間程度）に避難所等で要配慮者の福祉的な支援を行います。
　チーム員は一定の経験年数のある社会福祉士、介護福祉士、精
神保健福祉士等で、チーム員養成研修を受講し、修了者が登録されます。チーム員養成研修では、講義
や訓練等を通じ、活動に必要な知識・技術の習得を行います。
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取組事例 ②　『岩手県災害福祉広域支援推進機構』の設置について 取組事例 ③　いわて感染制御支援チーム（ＩＣＡＴ）の設置について

　このチームは、岩手医大付属病院、岩手県立病院、盛岡赤十字病院、独立行政法人国立病院機構岩手
病院の感染症対策専門職員で構成されています。
　チーム員は、普段は、所属先の病院で医療の安全を保つ仕事を行いながら、新型インフルエンザや災
害に備え、感染症対策に関する研修や訓練を実施しています。

推進機構設置会議

チーム員養成研修の様子 養成研修で訓練を実践するチーム員

いわて感染制御支援チーム（ＩＣＡＴ）の活動内容

関連URL http://www.pref.iwate.jp/fukushi/chiiki/fukushisuishin/023589.html

避難所訪問

衛生状況、衛生資材
の不足等確認

必要に応じて
保健衛生指導

定期巡回訪問

医療・保健支援
チームとの連携

災害初期 緊急 復旧
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被災地
（市町村）
からの
要請等

中長期的な
福祉専門職の派遣
による継続的な
被災地支援

救命救急等の緊急対応 救護所・避難所等での医療等の活動

ＤＭＡＴ 医療チーム 保健師チーム
医療・保健の中長期的な派遣

集合、
現地拠点へ出発

派遣可能な
チーム員の調整

チーム編成

推進機構（県）
より派遣要請

現地拠点到着

被災地災害対策本部に
活動の登録・承認

活動場所（避難所）到着、
代表者等へ活動説明

【初期対応】
・連携体制の構築
・相談体制の確立
・スクリーニング
・優先的搬送対応
・福祉避難室確保

・個別アセスメント
・ニーズの掘り起こし
・個々の生活空間、
　共有スペース等の
　環境整備
・衛生対策
・情報提供
・食事・排泄等支援

引き上げ（チーム交代、
中長期支援への橋渡し）

中長期支援への引き継ぎ

災害派遣福祉チームの活動イメージ

20 21


